
2024年合格目標
１級建築施工管理技士
～合格への戦略～

日時:12/10(日)

14:00～

担当: 松島 怜香

受験資格改定後、初試験
気になる対策について話します︕



本日の内容

 受験資格について

 受験スケジュールが変わった︕

 試験概要（一次・二次）

 どうやって勉強進めて⾏ったら良い︖

 TACの講座紹介

 まとめ



受験資格について



19歳以上は受験可能に

経過措置は、５年後（令和10年）まで。 令和10年までは既存制度+新制度、
並⾏して運⽤



※国⼟交通省サイトより引⽤
https://www.mlit.go.jp/report/

press/content/001609319.pdf



受験スケジュールが変わった！



令和６年 受験スケジュール 申込期間︓2/22〜3/8
二次対策講座
8月18日〜(全14コマ）

一次対策講座
２月4日〜(全32コマ+補講３回)

7月21日

8月23日

10月20日

R7.
1月10日

※実務経験証明書
PDF・コピーで保管︕



試 験 概 要



試 験 合 格 率



一 次 問 題 構 成

⑧ ③ ⑦ ⑦ ⑩ ④ ⑥ ㊺
出題数72問、解答数60問、合格ライン6割＝36点以上
かつ、応⽤能⼒ 6割以上≒4問（年によって３問）



★建築学（15問中12問解答）⑧
→環境系3問、構造系4問、⼒学3問、建築材料5問
→⼒学は得点源︕
★設備・外構・契約他（5問全解答）③

→設備系3問、他各１問
★躯体施工（10問中7問解答）⑦

→構台・⼟工事・基礎工事各1問
コンクリート工事2問、鉄骨工事2問、
鉄筋・型枠工事3問

★仕上施工（9問中7問解答）⑦
→各工事1問づつ、まんべんなく学習が必要
★施工管理（15問全解答、午前5問/午後10問）⑩

→工程管理・品質管理項目は⽤語の定義が多い
→仮設工事や労働安全衛生規則に関する問題
→数値を覚えることが多い、知識の整理が必要
★施工管理 応用能力（6問全解答、⾜切りアリ）④

→五肢二択、両方解答が揃わないと✖
→躯体工事3問、仕上工事3問
★法規（12問中8問解答）⑥

→建築基準法3問、建設業法3問、安衛法3問、他各1問
→建設業法と安衛法で確実に得点



一次

傾向分析
＋

出題予想

令和５年 応⽤能⼒問題 （五肢二択）No,55〜60

H2925-①

⇒ ４ｄ

No,55

⇒ 6ｄ

H2825-②類

H2825-④

H2925-②

H2525-①



No,56

⇒ 球形の⽅が良い

⇒ 18cm以下

H2328-①

R0325-①類

H2828-①

R0228-①

R0325-③



No,57

⇒ 厚みによって違う

⇒ 溶接NG

R0327-①

R0130-②

R0327-④

（新）

（新）



No,58

⇒ ポリエチレン製（同材NG）

⇒ 交差部は避ける

H3035-①

R0235-②

R0235-③

H3035-④

H2835-④類



No,59

⇒24

⇒ �

�

R0142-④

H2542-①

R0337-①

H2342-①

H2942-②



No,60

⇒高周波水分計など

⇒ 打診⽤ハンマー（テストハンマー）

R0163-②

H2563-④

H2863-②

H2963-②

H2963-3

出題は「過去問題集８年分」
で網羅可能！

＋２年 Web
ダウンロード











二 次 試 験 概 要

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年
建設副産物対策 施工の合理化 品質管理 建設副産物対策

平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年
品質管理 施工の合理化 建設副産物対策 品質管理
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

施工の合理化 品質管理 施工の合理化 品質管理

第１問 経験記述（記述）

第２問 仮設・安全（記述）
→テーマ３つ「仮設物の設置計画」「災害防止」「設備・機械の安全使⽤」
→各項目２つ記述

【配点予測】
経験記述 ６割
その他 ６割
総合的に採点



第３問 ⼯程管理（記述）

第４・５問 躯体⼯事・仕上げ⼯事（記述・択一）

第６問 法規（択一）
２４年３月刊行

→ 一年おきに記述と択一が、躯体工事と仕上工事で⼊れ替わる。
令和６年は「躯体⼯事」が択一、「仕上⼯事」が記述と想定

→ 記述は「施工上の留意点」について２つ解答

→ ネットワーク工程表の読み取り・計算問題
→ より実務に則した問題（工程の遅延、作業員の増減）

→「建設業法」「建築基準法施⾏令」「労働安全衛生法」より各１問づつ出題
→ 条⽂趣旨を理解し、推測できるように

「記述力」が必要！



どうやって勉強進めて⾏ったら良い︖



問 題 集 は 最 低 ３ 回 転

過去問題集を繰り返し取り組むこと
→ ８年分掲載＋Webダウンロード２年分＝10年分
→ 毎週該当箇所を少しづつ
→ 『WEBスタディ（一問一答）』の活⽤
→ ⼩さな積み重ねが、合格への⼤きな一歩︕

各講義の確認テスト、中間テスト、公開模試、直前テストは、
毎回復習し9割解答目指す



必要学習時間
300〜400時間

2/4 時点で試験まで残り169日
400時間 ÷ 169日 ＝2.36ｈ≒2時間

自分ができる時間からスタート

特に、
誤りの肢は
もれなく
理解しよう︕



スキマ時間



1 2/4 建築学１
2 2/4 建築学２
3 2/11 建築学３
4 2/11 建築学４
5 2/18 建築学５
6 2/18 設備等１
7 2/25 設備等２・積算
8 2/25 契約・法規１
9 3/3 法規２

10 3/3 法規３・
中間テスト①

11 3/10 躯体１
12 3/10 躯体２
13 3/17 躯体３
14 3/17 躯体４
15 3/24 躯体５
16 3/24 躯体６
17 3/31 仕上げ１
18 3/31 仕上げ２
19 4/7 仕上げ３
20 4/7 仕上げ４
21 4/14 仕上げ５
22 4/14 施工計画
23 4/21 工程計画
24 4/21 品質管理
25 4/28 安全管理１
26 4/28 安全管理２・

中間テスト②
- 5/5 公開模試

27 5/18 五肢二択演習（躯体）
28 5/18 直前答練１
29 5/26 五肢二択演習（仕上）
30 5/26 直前答練２
31 6/2 直前テスト①
32 6/2 直前テスト②
補1 6/16 過去問演習１
補2 6/30 過去問演習２
補3 7/14 過去問演習３

- 7/21 一次試験

前半で暗記科目を網羅 五肢二択特化型 演習 実施
1.5ヶ月 アウトプット強化︕確認テスト

中間テスト①②
公開模試 全３２回＋補講３回

試験直前までサポート︕

一 次 カ リ キ ュ ラ ム







TAC のコース紹介









充実
制度



本 日 の ま と め



 受験資格について
→ 19歳以上は受験可能
→ 既存制度は、５年後（令和10年）まで

 受験スケジュールが変わった︕
→ 申込期間 ２月２２日〜３月８日
→ 一次検定 ７月２１日
→ 二次検定 １０月２０日



 一次 試験概要
→ 一次 合格ライン６割＝３６点以上
→ 五肢二択 ４問正答 目標
→ 全問解答 / 選択解答 に注意
→ 過去問 繰り返し出題（過去８〜１０年）

 二次 試験概要
→ 経験記述 ６割、その他 ６割 総合的に採点
→ 相⼿につたえる記述⼒が必要



 どうやって勉強進めて⾏ったら良い︖
→ 問題集は３回転
→ 自分ができる時間からスタート
→ スキマ時間
→ 一次 カリキュラム（前半暗記系集中、直前演習強化）

 TACの講座紹介
→ 日曜教室 13:30-16:00/16:30-19:00
→ 平日教室 19:00-21:30
→ 充実フォロー制度



次回
ガイダンス

 場所：新宿校

 日時：１月２１日（日）
11：00～12：00

 予約不要



お知らせ

【無料体験入学】

初回講義（建築学１）は無料体験⼊学できます︕
◇新宿校 2/4（日）13︓00〜16︓00（予約不要）

2/5（月）19︓00〜22︓00
◇2/7（水）より、全国のＴＡＣ校舎ﾌﾞｰｽにて視聴可能
（前日までに校舎に電話で予約。電話番号はHP）

校舎で、メールでまた電話でも受講相談可能。
詳しくはホームページをご覧ください。

【受講相談について】



�資格は

�一生もの

�取るなら

�今だ！

終


